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第、４回 ぐり

Ｉ ３月１０日（土）第１１４回文化財めぐりを

行いました。今回は近長から杉宮周辺を散策

しました。近長は江戸時代この辺りに飛地を

持っていた土浦藩の代官所があった場所で、

また周辺には多くの石造物などがあります。

春うららの暖かい日、これらの旧跡を楽しく

巡ることができました。
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図
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博物露キャラクター「パレオリ

「ＪＲ津山駅にぎわい創出プロジェ

クト｣の一環で､２月１５日(木)～４月

１５日（日）の期間、津山駅前のにぎ

わい交流館２階にて､当館所蔵の｢江

戸一目図解風」と「拾万石御加増後

初御入国御供立之図」の複製品を展

示いたしました。

、 ノ

聖邑・命鐸琴狸圭一

嗣
眼
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ

嵯

１月に耐震改修工事実施設計のための調

査を行いました。展示室などの壁や柱の内装

をはがし、梁や壁の状況、また内部の鉄筋

の配置や状況を確認しています。
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Ｌ

Ｒ延浄写

人
物
や
花
、
景
色
、
動
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
好

奇
心
旺
盛
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
に
開
い
た
個
展
の
際
に
恩
師
に
あ

た
る
斎
藤
与
里
か
ら
送
ら
れ
た
推
薦
文
に
は
、
「
河

井
君
の
芸
術
慾
は
現
状
に
満
足
す
る
事
が
出
来
ず
常

に
飛
躍
に
飛
躍
を
続
け
て
来
た
。
此
の
先
ど
う
発
展

す
る
か
分
か
ら
な
い
が
今
迄
の
処
、
其
の
度
毎
に
何

か
し
ら
新
し
い
天
地
を
開
拓
し
て
い
る
。
」
と
あ
り

河
井
達
海
は
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
津

山
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

に
第
十
回
帝
展
に
初
入
選
を
果
た
し
た
あ
と
、
第
六

回
文
展
特
選
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
し
ま
す
。
昭
和

二
十
四
年
に
は
、
大
阪
学
芸
大
学
（
現
唾
大
阪
教
育

大
学
）
教
授
と
な
り
、
多
く
の
人
た
ち
の
指
導
に
あ

た
り
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
勲
二
等
瑞
宝
章
を
叙
勲

し
ま
し
た
ｅ

こ
の
度
、
ご
子
孫
の
方
か
ら
、
河
井
達
海
の
作
品
・

ス
ケ
ッ
チ
や
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
寄

た
つ
み

資
料
紹
介
河
井
達
海
（
一
九
○
五
～
一
九
九
六
）
の
油
彩
画
東
万
里
子

贈
い
た
だ
い
た
作
品
や
ス
ケ
ッ
チ
の
モ
チ
ー
フ
は
、

「
私
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
玉
稿
で
こ
こ
に

達
海
は
こ
の
恩
師
か
ら
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
お

り
、
昭
和
五
十
二
年
に
出
版
し
た
自
身
の
画
集
に
、

３

回贋，ｒ
今j■

ﾛ白椿」

を
大
切
に
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

写
真
の
作
品
は
、
大
原
女
を
描
い
た
「
白
椿
」
と

い
う
作
品
で
、
河
井
達
海
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
彫

刻
を
依
頼
し
た
額
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
思
い

あ
え
て
こ
の
家
宝
を
再
録
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
記

し
、
こ
の
恩
師
か
ら
の
推
薦
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。

達
海
の
指
導
を
二
十
年
以
上
受
け
て
い
た
人
物
は

達
海
に
つ
い
て
「
温
和
な
お
人
柄
」
「
先
生
は
い
つ
も
、

い
さ
さ
か
も
て
ら
わ
ず
、
気
取
ら
ず
、
名
刺
を
す
て
て
、

淡
々
と
し
て
画
業
に
い
そ
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
恩
師
や
弟
子
た
ち
の
言
葉
か
ら
、

達
海
の
芸
術
に
対
す
る
姿
勢
や
人
柄
を
窺
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
達
海
は
、
「
絵
は
い
つ
も
大
衆
の
中
に
あ
っ

て
よ
り
多
く
の
人
が
楽
し
み
、
飾
っ
て
心
豊
か
な
生
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季
凝
る
蝋
、
録
§
秀
呼
望
泣
、
為

曇
／
仁
吻
ｆ
唾
腺
錐
ム
ツ
号
て
嶋
凧
，
ｌ
叫
弄
ｈ

▽
へ
弄
別
錨
柔
ろ
鵡
割
、
１
域
誇

物
レ
イ
簿
乃
埴
血
〃
ん
臆
‐

劾
似
涯
普
象

１
歩
力
辿
風
刺
》
雛
へ

島
徹

あ
る
書
簡
か
ら
見
た
鞍
懸
寅
二
郎
と
井
汲
唯
一
の
交
流

イ
テ
と
次
雄
鴛
慕
り
廼
ヲ
胤
班
イ

小

資
料
の
概
要

上
の
盗
料
は
、
幕
末
・
維
新
期
に
活
躍
し
た
津
山
藩
士

で
勤
王
家
の
鞍
懸
寅
二
郎
が
、
香
々
美
構
大
庄
屋
の
中
島

菅
右
衛
門
と
同
勇
次
郎
に
宛
て
て
発
し
た
文
久
３
年
（
１

８
６
３
）
３
月
９
日
付
の
書
簡
で
す
。
当
館
に
寄
託
さ
れ

て
い
る
矢
吹
家
文
書
の
う
ち
、
弓
斎
叢
書
５
７
０
番
「
志

ひ
つ
と
く

士
筆
脳
」
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
士
心
士
筆
順
」
は
、
同

じ
く
津
山
藩
士
で
勤
王
家
の
井
汲
唯
一
と
鞍
懸
の
書
簡
数

通
ず
つ
を
、
裏
打
ち
・
貼
継
ぎ
の
う
え
で
折
本
に
仕
立
て

た
も
の
で
す
。

鞍
懸
は
も
と
も
と
赤
穂
藩
森
家
の
家
臣
で
、
勘
定
奉
行

に
抜
擢
さ
れ
た
も
の
の
、
保
守
派
に
よ
っ
て
左
遷
・
追
放

さ
れ
、
こ
の
書
簡
の
前
年
叩
月
に
儒
者
と
し
て
津
山
藩
に

召
し
抱
え
ら
れ
た
ば
か
り
で
す
。
津
山
藩
へ
の
仕
官
が
決

ま
る
前
は
、
香
々
美
構
大
庄
屋
の
中
島
家
に
寄
宿
し
て
世

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
書
簡
の
日
付
は
月
日
の
み

で
す
が
、
以
下
で
触
れ
る
内
容
か
ら
文
久
３
年
と
特
定
で

き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
書
簡
は
昭
和
Ⅳ
年
（
１
９
４
２
）
に
出
版

さ
れ
た
坂
田
義
一
著
『
鞍
懸
吉
寅
先
生
略
伝
」
に
、
冒
頭

の
時
候
挨
拶
を
除
く
ほ
ぼ
全
文
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
る
ほ

憾
畷
郷
搾
６
掲
叫
４
座
箇
妬

謬
丁
３
”
吻
易
り
み
、
遮
る
癖
，
些
牙
ハ
〆

４

如
何
と
心
配
罷
在
候
、
漸
く
先
日

打
絶
而
御
不
音
一
一
相
成
、
思
召
之
程
も

中島菅右衛門・同勇次郎宛鞍懸寅二郎書簡文久3年（1863）３月９日付

（当館寄託矢吹家弓斎叢書570「志士筆脳」所収）

呈
寸
書
、
果
而
拙
閏
よ
り
御
届

申
上
候
哉
否
、
暖
和
之
候
一
一
移
り
、

御
揮
家
様
御
揃
被
成
、
愈
御
安

寧
奉
弥
素
候
、
随
而
拙
生
無
異

消
光
、
近
日
帰
郷
可
被
仰
付
奉
存
候
、

扱
井
汲
先
生
義
、

中
将
様
二
先
達
而
被
致
上
京

候
故
ハ
、
兼
而
御
家
之
為
二
周
旋

仕
呉
候
板
倉
筑
前
介
ト
申

士
人
御
座
候
、
其
仁
赤
心
之
余
り

自
力
に
て
大
仏
に
文
武
館
を

致
建
立
、
幸
ニ
井
汲
ト
名
染
二

も
相
成
候
間
、
剣
一
道
晋
井
汲
ヲ

塾
師
二
定
度
、
強
而
相
願
候
間
、

黒
大
夫
帰
国
之
節
、
右
之
段

上
江
被
仰
上
候
故
を
以
て
、
前
以
上

京
二
相
成
候
、
然
る
処
其
文
武

館
落
成
ハ
致
候
得
共
、
未
だ
大
綱

領
相
立
不
申
、
京
都
よ
り
も
関
東

よ
り
も
免
許
之
沙
汰
無
之
候
間
、

名
義
来
正
よ
り
天
下
之
有
志
も
好
て

不
参
候
二
付
、
筑
前
介
も
大
二
心
配
致

居
候
、
右
二
付
、
強
而
井
汲
を
引
請

候
様
不
申
出
候
、
右
之
心
を
致
推
察
、

恭
二
郎
殿
配
慮
二
而
京
地
二
便

宜
之
地
ヲ
借
受
、
相
応
之
稽
古

所
を
相
築
、
井
汲
ヲ
居
候
ハ
、
、

※
「
名
染
」
Ⅱ
馴
染
の
誤
り

書
簡
の
読
み
下
し
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５

鋒
玄
弔
～
奴
紗
Ｌ
韮

、
Ｉ
ヅ
凸
苛
噛
延
か

罰
ｚ
ｌ
靴
よ
ｙ
水
謙
６
は
Ｉ
鴬
柳
恥
Ｉ
ｒ

し
た
。

人
ｌ
芯
童
心

廿
侭
ノ
ー
‐
ぜ
§
此
貯
争
で
瀧
嘉
陶
窯
ｌ

ま
詞
蝋
そ
て
γ
１
毎
‐
必
流
し
一
蝿

隅
復
４
恥
〃
峠
ｖ
必
携
と
▽
挺
憩

ア
張
恥
旋
嘉
巡
ら
上
房
易
、
し
、
ど
土
壁
フ
ー

約
倒
之
碕
含
吻
基
奄
汎
す
次

書
簡
の
内
容

ま
ず
本
題
に
入
る
と
、
井
汲
唯
一
が
上
京
し
た
事
情
と

お
う
み
か
い
ど
う

し
て
、
近
江
出
身
の
勤
王
家
の
板
倉
筑
前
介
（
淡
海
椀
堂
）

が
建
設
し
た
文
武
館
に
剣
術
師
範
と
し
て
井
汲
を
招
鴫
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
建
物
は
完
成
し
た
も
の
の
大
綱
領
が
定
ま
ら
ず
、

幕
府
や
朝
廷
の
免
許
も
得
ら
れ
な
い
中
途
半
端
な
状
態
で

あ
る
た
め
、
板
倉
も
遠
慮
し
て
井
汲
の
招
聡
を
強
く
求
め

て
は
来
な
い
様
子
で
、
そ
れ
を
察
し
た
在
京
の
津
山
藩
士

た
ち
が
、
井
汲
を
師
範
と
す
る
稽
古
所
（
道
場
）
を
設
立

す
べ
く
奔
走
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
も
不
都
合
が
あ
っ
て

進
展
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
井
汲
が
自
ら
の
裁
量
で
道
場

建
設
を
計
画
す
る
の
で
す
が
、
釦
～
卵
両
と
見
積
も
ら
れ

る
費
用
の
調
達
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。
井
汲
に
何
と
か
協

力
し
た
い
鞍
懸
が
、
出
資
を
依
頼
し
た
の
が
中
島
家
で
あ
っ

※
「
導
場
」
Ⅱ
道
場
の
誤
り

君
に
先
達
而
上
京
之
か
ど
も
相
立
、

第
一
今
日
滞
京
之
諸
藩
群

士
、
閑
暇
無
事
之
余
り
遊
惰
二
流
れ
、

酒
食
に
溺
れ
候
者
多
数
致

出
来
候
、
右
之
士
共
一
人
に
て
も
井
汲

之
導
場
二
入
込
候
ハ
、
、
幸
二
士

人
之
職
業
も
相
励
ミ
可
申
、
勤

王
之
諸
士
ヲ
教
育
仕
候
と
申
ハ
天
下

之
御
為
め
、

津
山
侯
之
御
忠
勤
二
も
可
相
成
と

被
奉
存
候
間
、
拙
生
へ
御
相
談
も
有
之
、

拙
生
も
大
二
骨
折
、
地
処
相
求
め
申
候
、

京
之
後
数
日
ヲ
経
て
地
処

漸
々
求
め
得
候
間
、

公
御
着
之
上
ハ
大
臣
一
己
之
考
に
ハ

不
参
、
依
而
御
伺
被
成
候
処
、
表

向
御
免
許
六
ツ
ケ
敷
様
二
被
相

伺
候
二
付
、
恭
二
郎
殿
親
敷

井
汲
江
不
被
申
候
得
共
、
心
二
気

之
毒
二
被
存
居
候
、
拙
生
も
気
の

毒
一
一
存
候
、
然
る
処
井
汲
先
生

幡
然
と
し
て
自
分
一
己
に
一
所

借
受
、
致
普
請
導
場
椿
置
、

御
供
之
諸
士
致
世
話
候
間
々
に
、

右
導
場
江
致
出
張
、
諸
大
名
よ
り

貢
献
の
親
兵
を
教
育
候
時

ハ
、
我
君
江
之
忠
勤
二
も
可
相
成
か
と

内
話
有
之
候
、
然
共
導
場
普

請
大
工
に
積
ら
せ
候
処
、
三
拾

金
も
入
可
申
と
申
出
候
、
然
ハ

五
拾
金
ハ
入
可
申
与
奉
存
候
、
右

（
次
頁
へ
）

拙
生
も
大
二
骨
折
、
地
処
相
求
め

地
処
未
だ
求
め
ゑ
ざ
る
中
、

中
将
様
御
上
京
二
相
成
候
、
御
上

か
、
竹
内
佑
宜
氏
編
著
『
年
譜
式
志
士
鞍
懸
寅
二
郎
ノ
オ

ト
』
に
も
、
先
の
略
伝
を
引
用
す
る
形
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
略
伝
の
出
版
時
に
誰
が
所
蔵
し
て
い
た
の
か
、
現

状
と
同
様
に
「
志
士
筆
蹟
」
と
い
う
折
本
に
仕
立
て
ら
れ

て
い
た
の
か
な
ど
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
と
も
か
く
も
雄

終
的
に
郷
土
史
家
の
矢
吹
正
則
・
金
一
郎
父
子
の
手
に
渡
っ

た
こ
と
は
、
資
料
保
存
の
観
点
か
ら
み
て
幸
い
な
こ
と
で
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を
巽
銚
渉
除
零
』
ル
ア
ー
可
優
里
呉
け

氏
江
直
二
御
渡
被
下
候
御
約
定
も

御
座
候
、
其
代
り
一
一
井
汲
へ
御
取

替
被
下
候
と
申
訳
ニ
ハ
無
御
座
候

得
共
、
何
卒
恩
召
丈
ケ
拝
借
仕

度
泰
願
候
、
万
此
仁
よ
り

御
聞
取
可
被
下
候
、
小
生
事
ハ

近
々
御
供
一
一
て
帰
国
被
仰
付
候
様

内
々
承
り
候
、
然
ハ
万
一
御
推

察
御
出
金
被
下
候
ハ
、
、
直
二

此
仁
江
御
渡
被
下
度
、
乍
併
右
ハ

御
相
談
迄
二
申
上
候
の
ミ
に
て
、

一
『
人
蝉
Ｉ
北
渉
暴
池
ノ
４
倍
い
帥
喋
火

矛
〃
ぬ
刑
》
唖
芳
会
．
・
侮
〃
争
匂
記
印
加
ｌ
‐
川
州
〉
“
く

み
り
″
７
ケ
も
巻
璽
尋
玲
１
‐
料
１
泌
１

呼
鼻
／
勢
、
歩
弘
令
整
鮒
ｆ
ゆ
く

哉之被共存
、為下、候

客め、何、
蝋に少卒右

震製善要毎
婁裳童話誕
去下天御申

完畏下妻妻

金
子
之
出
処
無
之
、
井
汲
之

心
中
気
之
毒
二
奉
存
候
、

公
之
導
場
御
許
容
無
之
ハ
、
拙

生
力
之
救
べ
き
に
あ
ら
ず
、
但

私
二
手
伝
之
義
ハ
、
如
何
二
も
骨

折
度
奉
存
候
、
就
而
ハ
井
汲
先

生
門
人
之
今
度
備
中
等
之

門
人
中
江
出
金
手
伝
頼
遣
ス

序
二
御
立
寄
セ
可
申
候
、

貴
家
様
御
事
、
是
迄
段
々
御
厄

介
二
相
成
候
上
、
本
藩
江
被
召
出
候

後
も
直
二
上
京
之
事
故
、
多

分
之
費
用
よ
り
毎
々
拝
借
金

相
重
り
、
誠
二
御
気
之
毒
と
奉

存
候
、
右
二
付
、
誠
二
申
上
兼
候
得

井
汲
へ
の
心
情

認
：
ノ
ー
Ｉ
～
瑳
イ
ー
砺
延
卜
？
毎
シ
淵
』
・
訓
入

侭
く
あ
泌
箭
一
五
半
鱒
’
約
癒
必
は

象
臥
宅
‐
側
’
弧
ふ
く
〃
全
つ
例
に
池
１
１
１
Ｊ

碕
修
／
鋼
淘
吋
囚
弧
切
へ
Ｐ
ｑ
ｌ
ｙ
ｌ
Ｌ
７
↓
幼
心
ｑ
」
Ｚ
『
恥

部
》
）
や
和
》
州
帰
捨
刈
汚
玲
》
藍
耐
《
春
藩
罪
圭
詐
呼
一
隅
》

６

た
と
い
う
訳
で
す
。
中
島
家
に
は
、
津
山
藩
出
仕
前
か
ら

厄
介
に
な
っ
て
い
る
う
え
に
、
出
仕
後
す
ぐ
に
上
京
し
た

た
め
、
借
金
が
か
さ
ん
で
い
る
中
、
「
た
い
へ
ん
気
の
毒
で

申
し
上
げ
に
く
い
が
」
と
前
置
き
し
つ
つ
、
天
下
の
た
め

に
道
場
普
請
の
愛
用
を
出
資
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か

と
頼
み
込
ん
で
い
ま
す
。
本
題
を
記
し
た
後
は
、
近
々
津

山
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
、
ワ
ラ
ビ

取
り
の
誘
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
や
、
当
時
上
洛

し
て
い
た
将
軍
徳
川
家
茂
や
諸
大
名
の
動
静
な
ど
が
書
き

な
お
な
お
が
き

つ
づ
ら
れ
、
尚
々
書
で
は
「
お
縫
」
と
い
う
中
島
家
の
女

性
に
何
か
土
産
を
買
っ
て
届
け
た
い
け
れ
ど
も
、
無
一
文

な
の
で
叶
わ
な
い
と
詫
び
る
こ
と
で
、
手
元
に
ま
と
ま
っ

た
金
が
無
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
締
め
く
く
っ
て
い
ま

こ
の
番
簡
で
は
、
井
汲
に
対
し
て
呼
び
捨
て
と
「
先
生
」

の
敬
称
を
付
け
た
呼
び
方
と
を
併
用
し
て
い
ま
す
。
平
素

の
呼
び
方
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
単
な
る
お
世
辞
で
は
な
い
敬
意
の
念
も
抱
い
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
文
中
で
多
用
さ
れ

る
「
気
之
毒
」
の
言
葉
に
、
京
都
で
の
剣
術
道
場
設
立
の

計
画
を
何
と
か
実
現
さ
せ
て
や
り
た
い
け
れ
ど
も
、
な
か

な
か
思
う
に
任
せ
ず
申
し
訳
な
い
と
い
う
、
井
汲
に
対
す

す
、

仕
候
節
ハ
、
拾
金
御
取
替
植
原

（
前
頁
よ
り
）



尚
々
、
時
下
折
角
御
厭

可
被
成
候
、
乍
末
筆

御
家
内
様
江
可
然
御
通
声

奉
願
候
、
お
縫
殿
に
紅
二
て
も

な
ん
で
も
め
づ
ら
し
き
も
の

津
山
二
御
送
り
申
度
候
得
共
、

拙
生
一
己
之
金
子
ト
ゆ
ふ
も
の

ハ
一
銭
も
無
之
候
間
、
さ
し
上

か
ね
御
推
察
可
被
下
候
、

又
巳
上
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７

重
臣
ら
の
逮
捕
の
命
に
、
鞍
懸
は
た
だ
従
っ
た
だ
け
と
い

う
の
が
実
情
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
井
汲
の
逮
捕
に
向
か
う

鞍
懸
の
心
情
も
、
ま
さ
に
こ
の
書
簡
と
同
様
「
気
之
毒
」

の
一
語
に
尽
き
る
で
し
ょ
う
。

で
は
逆
に
、
井
汲
は
鞍
懸
を
ど
う
見
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
？
残
念
な
が
ら
、
手
掛
か
り
と
な
る
資
料
は
今
の
と

こ
ろ
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、
彼
ら

二
人
の
交
流
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
書
簡
は

非
常
に
貴
重
で
す
。

る
鞍
懸
の
当
時
の
心
情
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
わ
ず
か
半
年
後
、
８
月
過
日
の
政
変
に
よ
る

状
況
急
変
の
た
め
、
井
汲
は
津
山
藩
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
顛
末
は
、
津
山
藩
の
「
町
奉
行

日
記
」
文
久
３
年
Ⅲ
月
朔
日
条
に
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
時
、
鞍
懸
も
捕
り
手
に
加
わ
っ
て
井
汲
を
祇
園
の
遊

郭
へ
誘
い
出
し
、
酒
に
酔
わ
せ
て
眠
ら
せ
る
と
い
う
一
計

を
案
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
、
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）

の
美
作
改
政
一
摸
を
記
録
し
た
「
改
政
一
乱
記
」
で
は
、

鞍
懸
は
優
れ
た
勇
士
の
井
汲
を
陰
謀
に
よ
っ
て
捕
え
た
策

士
と
し
て
描
か
れ
、
鞍
懸
の
登
川
が
一
撲
の
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
逮
捕
に
至
る
経
過
の
叙
述
に
は
不

正
確
な
箇
所
も
あ
り
、
鞍
懸
を
意
図
的
に
悪
者
に
仕
立
て

・
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
注
意
が
必
要
で
す
。

井
汲
の
行
動
を
急
進
的
で
危
険
だ
と
認
識
し
た
藩
主
や

是
非
一
一
こ
う
と
御
む
り
を
申

訳
ニ
ハ
無
御
座
候
、
扱
拙
生
義
ハ

近
々
拝
眉
、
わ
ら
び
と
り
之

御
誘
引
泰
楽
候
、
扱

公
方
様
昨
日
参
内
、
昔
之

御
参
朝
に
引
替
、
見
物
人
あ

と
に
お
る
者
ハ
立
な
か
ら
拝
見

仕
候
様
之
始
末
二
御
座
候
、

十
一
日
ニ
ハ
加
茂
江

天
子
御
幸
、

将
軍
様
奉
初
在
京

諸
侯
皆
々
御
供
之
由
、

十
二
日
御
暇
乞
之
御
参
内

有
之
、
十
三
日
御
出
立
之
由
御
承

知
可
被
下
候
、
先
ハ
右
願
上
度

如
此
御
座
候
、
恐
慢
謹
言

三
月
九
日
鞍
懸
寅
二
郎

丁
一
イ
感
瞳
ム
Ｌ
１
Ｌ
齢
皇
亀

寝
１
や
島
～
銑
挙
珍
ｌ
含
罫

中
島
菅
右
衛
門
様

中
島
男
次
郎
様

摩
奴
丸
叫
些
今
弘
細

妙
塗
〈
椎
叱
老
や
”
一
挙
に



●古文書講座「美作の古文書を読む」

５月１６日㈱．６月２０日㈱．７月１８日㈱

９月１９日㈱．１０月１８日㈱．１１月２１日㈱

１月１６日伽・２月２０日㈱．３月２０日㈱

（１月以降は予定）
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広報活動

教育普及活動

●５月２６日出・１０月２７日㈹．３月１６日仕）

一お知らせ 、

事務局員異動（平成３０年４月１日付）

○前館長尾島治（退職)→新館長小島徹○新任学芸員服部綾乃

新刊のご案内

津山松平藩町奉行日記２４（文化３年）を刊行しました

頒布価格８００円

Ｌ

『
■
声
駒
Ｕ
Ｌ
母
も

土
煙
三
斗
（
一
《
つ
さ

津
山
松
乎
藩
町
奉
行
日
記
二
十
四

この年は、江戸藩邸の火災により、城下町

からも普請の手伝いに動員されたり、

また、８０歳以上の長寿者にお祝いを出したりと

色々な出来事が記されています。

ご興味のある方はお買い求めください。

岬
・
同
同
一
ｌ
圭
岡
ｈ
Ｈ

､で．
､？､,今，ろ1口

瞳
、 ノ
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◆博物館たより「津博」の刊行

Ｎｏ．９６／５月Ｎｏ．９７／７月

Ｎ０．９８／１０月Ｎｏ．９９／来年１月

展示

鎧は､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっていますも

夏休み子供歴史教室

両』

型

休館中につき資料展示は休止します

●弥生士器をつくろう

７月２３日(月)・８月１６日附全２回

●勾玉をつくろう

８月２１日㈹．８月２２日㈱

鈎瀞熟里賭 繍摺

出版

、

休館中のご案内

［資料閲覧］

閲覧可能日：月曜日～金曜日（要予約）

（祝日・年末年始は除く）の午前９時～午後５時

［頒布資料について］

当館発行の頒布資料につきましては、原則郵便にて

受け付けます。詳細はお問合せください。

文化財めぐり（友の会〕

、

◆｢津山松平藩町奉行日記２５」翻刻出版

●平成２９年度年報の刊行

ノ


